
主な内容
〇�性の多様性への理解を深めま
しょう（２ページ）
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■山辺町ホームページ
https://www.town.yamanobe.yamagata.jp/

カラーでご覧いただけます

お
い
し
い
お
米
に
な
っ
て
ね
！
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広 報広 報

みんながつながる 協働のまち やまのべ
～未来につなぐ 自慢のまち～

▲�５月15日、ゆりかご幼稚園の近くの田んぼで田植えが行われました。農家
の方にご指導いただきながら、園児たちは丁寧に、真剣な表情で苗を植えて
いました。（関連記事…８ページ）
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◇
性
の
多
様
性
に
関

す
る
悩
み
や
困
り
ご
と

　

性
の
多
様
性
が
広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
日
常
生
活

の
中
で
困
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。「
男
な
の
に
女
っ
ぽ
い
」

と
か
ら
か
わ
れ
た
り
、「
普
通
じ
ゃ

な
い
」
と
言
わ
れ
て
落
ち
込
ん
で
し

ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

学
校
や
職
場
な
ど
、
ま
わ
り
の
理
解

が
足
り
な
い
と
、
本
来
の
自
分
を
隠

し
て
生
き
る
し
か
な
く
な
り
、
大
き

な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
気
持
ち
を
家

族
や
友
達
に
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で

き
ず
、
一
人
で
悩
み
続
け
る
人
も
い

ま
す
。
性
の
在
り
方
が
少
数
派
で
あ

る
だ
け
で
、
差
別
さ
れ
た
り
孤
立
し

た
り
す
る
の
は
、
と
て
も
つ
ら
い
こ

と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
「
ち
が
っ
て
も
い
い
」

「
ち
が
う
の
は
あ
た
り
ま
え
」
と
い

う
視
点
を
持
つ
こ
と
が
、
と
て
も
大

切
な
の
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
週
間
（
６
月
23
日

㈪
～
29
日
㈰
に
合
わ
せ
て
、
役
場
１

階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
パ
ネ
ル
展
を
行
い

ま
す
。
職
場
、
学
校
、
地
域
、
家
庭

な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力

を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
の
ま

わ
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、

こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

性の多様性への理解を深めましょう性の多様性への理解を深めましょう
　私たちはそれぞれ、生まれた環境や育った文化、そして
感じ方や考え方が違います。これは「性（せい）」のあり
方にも同じことが言えます。今まで「男」「女」という２
つだけで考えられてきた性のあり方ですが、実はそれだけ
では語りきれないほど、多様で豊かなものです。自分の体
の性と心の性が一致しない人もいれば、どちらにも当ては
まらないと感じる人もいます。また、恋愛の対象となる相
手の性も、人によってさまざまです。

性の多様性 とは？

「性（せい）の多様性」とは、性別や恋愛の好きな相手、性の表し方が一人ひとりちがうことを言います。

★性は４つの要素でできています

生まれたときの体の性別　
例えば...男性の体、女性の体など身体の性身体の性 ・・・

自分が「男・女・どちらでもない」と感じる心の性
例えば...私は女性だと思う、自分はどちらでもない、など性自認性自認 ・・・・・

見た目やしぐさなどの表し方
例えば...男っぽい服、女っぽい話し方、中性的な表現など性表現性表現 ・・・・・

好きになる相手の性
例えば...異性が好き、同性が好き、どちらも、どちらでもない、など性的指向性的指向 ・・・

　これら４つの要素は、人によってさまざまな組み合わせがあり、どれも間違いではありません。「体
は男性だけれど心は女性で、男性を好きになる人」もいれば、「体は女性で心も女性だけど、恋愛感
情を持たない人」もいます。

よ
く
聞
く
言
葉
も
紹
介
！

◇

L
G
B
T
Q
（
え
る
じ
ー
び
ー

て
ぃ
ー
き
ゅ
ー
）

　

性
の
あ
り
方
の
多
様
性
を
表
す
言

葉
で
す
。

　

L
は
レ
ズ
ビ
ア
ン
（
女
性
で
女
性

を
好
き
に
な
る
人
）、G
は
ゲ
イ
（
男

性
で
男
性
を
好
き
に
な
る
人
）、
B

は
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
（
男
性
も
女

性
も
好
き
に
な
る
人
）、
T
は
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
体
と
心
の
性
が

一
致
し
な
い
人
）、Q
は
ク
エ
ス
チ
ョ

ニ
ン
グ
ま
た
は
ク
ィ
ア
（
自
身
の
性

の
あ
り
方
に
つ
い
て
特
定
の
枠
に
属

さ
な
い
人
、
わ
か
ら
な
い
人
、
決
め

て
い
な
い
人
な
ど
）。
他
に
も
多
様

な
性
の
あ
り
方
が
あ
り
ま
す
。

◇
ア
ラ
イ
（
A
L
L
Y
）

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
理

解
・
共
感
し
、
応
援
す
る
人
た
ち
の

こ
と
を
指
す
言
葉
で
す
。

　

英
語
の
同
盟
、
支
持
者
を
意
味
す

る
言
葉
が
語
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
色
の
レ
イ
ン
ボ
ー
は
性
の
多
様

性
を
表
す
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ラ
ー
の
ア
イ
テ
ム
を

身
に
つ
け
て
、
ア
ラ
イ
で
あ
る
こ
と

を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

～わたしたちにできること～～わたしたちにできること～
１．まず「知る」ことから始めましょう
　性の多様性を理解し、お互いを尊重しながら暮らしていくためには、まずは「知る」ことが第一歩です。
難しい知識を覚える必要はありません。身近なところから、少しずつ理解を深めていきましょう。
２．偏見に気づいたら、見過ごさない
　「男のくせに泣くな」「女は家事が得意で当然」など、性別による決めつけは、無意識のうちに人を
傷つけてしまうことがあります。そんな言葉や態度に気づいたときは、「それって本当にそうかな？」
と問いかけてみましょう。自分の中の思い込みに気づくことが重要です。
３．家事・育児・介護を一緒に担おう
　家庭の中でも、家事や育児、介護を「性別に関係なく分担すること」は男女共同参画の実践です。「手
伝う」ではなく、「一緒に担う」という意識が大切です。子どもたちにとっても、そうした姿を見て
育つことが、将来の価値観に大きく影響します。
４．子どもたちに伝えていく
　性別にとらわれない考え方や、違いを尊重する気持ちは、次世代に伝えていくべき価値観です。「女
の子だから」「男の子なんだから」といった言葉を無意識に使っていないか、見直してみましょう。また、
親子でニュースや本を見ながら「いろんな人がいるんだね」「どんなふうに考えてるのかな」と話し
合ってみましょう。正解はなくても、話すこと自体が大きな一歩になります。子どもたちは、私た
ち大人の背中を見て学んでいます。「小さな気づき」が「大きな変化」につながります。

◇�

み
ん
な
が
安
心
で
き

る
社
会
へ

　

性
の
違
い
は
、
そ
の
人
の
大
切
な
一

部
で
す
。
ち
が
う
と
い
う
理
由
で
人
を

否
定
す
る
の
で
は
な
く
、「
ち
が
い
」
を

知
っ
て
、
受
け
と
め
る
こ
と
が
こ
れ
か

ら
の
社
会
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
誰
か
の
味
方

に
な
れ
る
こ
と
、
知
ら
な
い
こ
と
を
学

ぶ
姿
勢
を
持
つ
こ
と
。
そ
れ
が
性
の
多

様
性
を
認
め
合
え
る
社
会
づ
く
り
へ
の

大
き
な
一
歩
に
な
り
ま
す
。「
み
ん
な
ち

が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
こ
の
言
葉
を
、

あ
な
た
の
暮
ら
し
の
中
で
も
大
切
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。お

知
ら
せ

お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
パ
ネ
ル
展

を
開
催
し
ま
す

あなたの日常の中で、できることから始めてみませんか？

男女共同参画週間　６月男女共同参画週間　６月2323日㈪～日㈪～2929日㈰日㈰ 問合せ 　政策推進課 協働推進係　☎（６６６）８９１１誰でも、どこでも、自分らしく誰でも、どこでも、自分らしく
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検診日 該当地区 検診日 該当地区

７月１日㈫ 山辺 10月２日㈭ 相模
７月７日㈪ 山辺 10月27日㈪ 相模・大寺
７月29日㈫ 山辺 10月31日㈮ 大寺・山辺
８月27日㈬ 山辺 11月10日㈪ 山辺・近江
９月10日㈬ 山辺・中・作谷沢 11月21日㈮ 近江
９月30日㈫ 山辺 11月26日㈬ 近江・未受検者

　健康診断の年間日程です。２月に実施した検診世帯調査表で申し込みいただいた方には、事前に問診票を
送付します。日程の都合が悪い場合やこれから受診を希望される方は、それぞれの担当へご連絡ください。

令 和 ７ 年 度  成 人 保 健 事 業 予 定 表令 和 ７ 年 度  成 人 保 健 事 業 予 定 表
（健康診断・健康相談）（健康診断・健康相談）

◆◇ 総合健診 ◇◆ ◆◇ 働きざかり健診 ◇◆ ◆◇ 肺がん検診 ◇◆

実施場所 保健福祉センター（山辺町大字大塚836－1）

受付時間

混雑防止のため、受付時間を指定しています。問診票に同封されているチラシにて案内

時間をご確認ください。

①午前７時45分～８時15分　②午前８時15分～８時45分　③午前８時45分～９時15分

対象者 40歳以上の方 35～39歳の方 40歳以上の方

実施内容
特定健診・基本健診
各種がん検診（胃・大腸・肺・前立腺）
肝炎ウイルス検診

基本的な健診
※�女性の方はレディース検診時に同時
受診可能です（左記レディース検診
日程を参照ください。）

胸部レントゲン検査

担当 　保健福祉センター　☎（６６７）１１７７

問合せ 保健福祉センター　☎（６６７）１１７７
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健診日

６月30日㈪ ８月２日㈯ ９月22日㈪ 10月28日㈫
７月３日㈭ ８月13日㈬ ９月26日㈮ 11月12日㈬
７月７日㈪ ８月21日㈭ ９月29日㈪ 11月21日㈮
７月18日㈮ ８月26日㈫ 10月８日㈬ 12月１日㈪
７月22日㈫ ９月９日㈫ 10月22日㈬ 12月12日㈮
７月28日㈪ ９月17日㈬ 10月23日㈭

※�総合健診および人間ドックについて、加入している健康保険資格が確認できるもの（マイナ保険証、資
格確認書、従来の保険証（有効期限まで））のいずれかが必要です。町国保、後期高齢者医療以外の保
険に加入している方は健康保険資格が確認できるものの他に特定健診受診券が必要になります。

受付時間／平日午前９時～午後４時　持ち物／健診結果
※事前予約が必要です。保健福祉センター（667-1177）へ電話でご予約ください。

◆◇ レディース検診 ◇◆ ◆◇ プチ健診 ◇◆

実施場所 山形検診センター（山形市蔵王成沢字向久保田2220）

受付時間 午後１時～１時30分　※会場まで公民館などから送迎します。

対象者 20歳以上の女性 20歳～34歳までの女性

実施内容

乳がん検診（40歳以上で年度で奇数歳にな
る方）
子宮頸がん検診（20歳以上で年度で奇数歳
になる方）
骨粗しょう症検診（希望者）

簡便な健診
子宮頸がん検診（20歳以上で年度で奇数歳
になる方）

検診日 該当地区 検診日 該当地区
６月23日㈪ 山辺 10月27日㈪ 相模・近江・山辺
７月15日㈫

※プチ健診・働きざかり健診同時受診可 山辺 11月５日㈬ 作谷沢・中・大寺

８月22日㈮ 山辺 11月13日㈭
※プチ健診・働きざかり健診同時受診可 相模・近江

９月24日㈬
※プチ健診・働きざかり健診同時受診可 山辺 12月２日㈫ 山辺・近江

10月１日㈬ 相模・山辺

担当 　山形検診センター　☎（６８８）６５１１

担当 　保健福祉センター　☎（６６７）１１７７
◆◇ 健康相談◇◆

◆◇ 人間ドック ◇◆

実施場所 山形検診センター（山形市蔵王成沢字向久保田2220）

受付時間 午前６時45分～７時30分　※会場まで公民館などから送迎します。

対象者 40歳以上の方

実施内容 基本的な健康診査に加え、各種がん検診をセットで実施
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　普通徴収の方（納付書または口座振替により納付いただく方）・公的年金からの特別徴収の方の令和７
年度の町民税・県民税・森林環境税納税通知書を６月13日付でお送りしました。なお、給与からの特別徴
収（毎月の給与から事業所を通して納付）の方には、５月15日付で事業所にお送りしていますので、ご確
認ください。
※�３月18日以降に確定申告をされた場合は、申告内容が令和７年度町民税・県民税・森林環境税および
各種保険料（国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料など）の年度当初の算定に間に合わ
ない場合がありますので、ご了承ください。
※新規課税または変更になる方には、当初課税（賦課）後に通知書にてお知らせします。

　納期限はそれぞれの納付書ごとに違いますので、納付に際しては納める期別の順番と納期限を
よくお確かめください。納期限より遅れると、それぞれの納付書ごとに延滞金が発生しますので、
十分にご注意ください。

《 町民税・県民税・森林環境税の徴収方法について 》

　町民税・県民税・森林環境税の徴収方法は、所得の種類に応じて次の３つの方法があります。徴
収方法は１つだけによるものとは限りません。ただし、その場合も二重に天引きされることはあり
ませんので、ご安心ください。

●● 給与特別徴収（対象：給与所得者）
　�　給与支払者（特別徴収義務者）が毎月の給与から税額を天引きし、年12回（６月から翌年５

月まで）に分けて納付いただく方法
●● 年金特別徴収（対象：４月１日時点で65歳以上の公的年金受給者）
　�　年金保険者（年金支払者）が年金から税額を天引きし、年６回（４月から翌年２月までの偶数月）

に分けて納付いただく方法
　※ただし、年金額や介護保険料が年金特別徴収されているなどの条件があります。
●● 普通徴収（対象：上記特別徴収以外の方、特別徴収の対象ではない所得がある方など）
　�　納付書または口座振替により年４回（６月、８月、10月、翌年１月）に分けて納付いただく
方法

普通徴収から給与特別徴収への切り替えには給与支払者による手続きが必要です

　給与所得者で普通徴収の方の徴収方法を給与特別徴収に切り替えるためには、給与支払者
による届出（特別徴収新規該当者届）の提出などの手続きが必要となります。まずは、勤務
先へのご確認をお願いします。
※�普通徴収の納期限が到来した税額については給与特別徴収に切り替えることはできません
ので、あらかじめ納期限のご確認をお願いします。

令和７年度　町民税・県民税・森林環境税納税通知書を発送しました

【納付の際は、期別と納期限にご注意ください！】

問合せ 　税務課　町民税係　☎（６６７）１１０５

町県民税についてよくある質問をご紹介します

7 広報やまのべ 2025.6.15

【昨年退職した場合の町県民税】
わたしは昨年の９月に勤めていた会社を退職しました。その後は全く収入がありませんが、
今年の６月に納税通知書が送付されてきました。どうしてでしょうか。

町県民税は、前年の所得に対してその翌年度に課税されます。あなたへ届いた納税通知書
は前年１月から９月に退職するまでの給与所得にかかる町県民税です。前年に所得があれ
ば、現在は収入が無くても課税されることになります。

【死亡した父の町県民税】
今年の２月に父が死亡しましたが、その父の町県民税納税通知書が送られてきました。
死亡した人にも税金はかかるのでしょうか。

町県民税の課税は、その年の１月１日現在で判断することになります。１月２日以後に死
亡された場合は町県民税が課税されます。ただ、その納税義務は相続人に継承されますので、
死亡された方の税金は、その相続人から納税していただくことになります。

Q

A

Q

A

公園の使用について
　公園はさまざまな方が利用する憩いの場です。みなさんが気持ちよく利用できるよう、お互いにルール
とマナーを守りましょう。

・大声、騒音など、ほかの利用者や近所の住民の迷惑になることはやめましょう。
・指定場所以外での直火による火気の使用およびたき火は禁止です。
・公園の施設を壊したり、汚したりしないでください。
・公園は譲り合って使いましょう。
・ごみは各自で持ち帰りましょう。
・犬にはリードを装着し、フンは必ず持ち帰りましょう。
・公園内に勝手に植物を植えたり、物を作ったりしてはいけません。

　公園内に備蓄倉庫を置いたり、植物を植えたりするような行為は許可が必要な場合がありますので、事
前に相談および申請いただくようお願いします。

　町内にある多くの公園は、地区のみなさまに清掃や除草作業などの維持管理にご協力いただいておりま
す。引き続きご理解いただきますようお願いします。

問合せ 　建設課 地域整備係　☎（６６７）１１１３

問合せ 　税務課　町民税係　☎（６６７）１１０５
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まちまちのの

だいだいわわ
大蕨棚田再生事業

みんなで植えた棚田米
　５月18日、19日に、日本の棚田百選に選定されて
いる大蕨の棚田で棚田米の田植えが行われました。
18日には、明正高校サッカー部の部員約50名が参加し、
にぎやかで活気あふれる田植えとなりました。19日
には、モンテディオ山形の加

かと う ち ひ ろ

藤千尋選手と野
のだ け ひ ろ や

嶽寛也
選手、山形交響楽団の奏者が参加し、和気あいあい
とした雰囲気で楽しみながら田植えを行いました。
この大蕨棚田再生事業は「中地区有志の会」「グルー
プ農夫の会」が中心となって実施されており、棚田
の維持・保全に尽力いただいています。

①高校生のパワーで大蕨も元気に！
②慣れた手つきでテンポよく田植え！（山響奏者）
③田植えをする加

かとう ち ひ ろ

藤千尋選手（右）と野
のだけ ひ ろ や

嶽寛也選手（左）

　５月15日にゆりかご幼稚園の近くの田んぼで田植
えが行われました。今回田植えに挑戦したのは５歳
児42名。田植えの前には「泥と仲良しになろう！」
というテーマで田んぼの中で思い切り遊び、全身泥
まみれになって楽しみました。田植えでは、泥に足
を取られながらも、一つひとつの苗を丁寧に、真剣
な表情で植えました。今回植えた品種は「雪若丸」で、
秋に行う芋煮会でおにぎりにして、美味しくいただ
く予定です。

ゆりかご幼稚園

おいしくなぁれ！願いを込めて

みんなで田植え！上手に植えられたかな？
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白鷹山夏山開き

今シーズンの安全を祈願
　５月13日に、３市２町にまたがる白鷹山の山
頂で、毎年恒例の「白鷹山夏山開き」が行われ
ました。今年は天候にも恵まれ、絶好の登山日
和となりました。山頂に祭られている福満大虚
空蔵尊の祭礼にあわせて実施され、登山者の皆
さんの安全を祈願しました。

町サッカー協会

元日本代表からの魂の指導
　５月17日に、町サッカー協会主催のサッカーク
リニックが山辺中学校グラウンドで開かれました。
講師には、元サッカー日本代表の福

ふく

西
にし

崇
たか

史
し

さんを
お招きし、小・中学生を対象に指導が行われました。
あいにくの雨模様となりましたが、参加した生徒
たちにとってはプロの技術や心構えに触れる貴重
な機会となり、忘れられない一日となりました。

トップレベルの実力をもつ福西さんの指導(写真中央）

代表して祈願する安達町長

お祭り

無病息災を願って
　５月２日から４日にかけて、町内の伝統行事
であるお祭りが行われました。山辺地区では、
愛宕神社、諏訪神社、天満神社を起点に、子ど
もたちが列を作る稚児行列が町内を周回。無病
息災や安全祈願を願いながら元気に練り歩きま
した。

町内を元気に練り歩きました

産直やまのべ温泉市

産直やまのべ温泉市19周年祭
　５月17日に、産直やまのべ温泉市19周年祭が
開催されました。会場では、地元で採れたお米
や野菜、加工品などが販売され、訪れた方はさ
まざまな商品を手に取り、「何を買おうか」と楽
しそうに選んでいました。また、19周年を記念し、
玉こんにゃくや葉ワサビ漬けの無料ふるまいが
行われ、多くのお客さんでにぎわいました。

買い物を楽しむお客さん

①

②

③
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相模公民館

旬を味わう、たけのこ祭り
　５月18日に、相模公民館で「第７回さがみの里たけのこ祭り」が開催されました。会場では、地元
で採れた新鮮なたけのこの販売や、たけのこ汁の販売が行われ、多くの来場者でにぎわいました。た
けのこ汁の整理券は当初予定していた250杯分を上回る270杯分が販売されましたが、すぐに完売とな
る盛況ぶりでした。また、たけのこ以外にも、地元でとれた鯉の甘煮や舞米豚のフランクフルト、ハ
ンドメイドのお店などが並び会場を盛り上げました。当日は、約500人以上の方が来場し地域の魅力を
味わう一日となりました。

会場は多くの人でにぎわいました
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わっくＷＯＲＫやまのべ

働くことの楽しさと大変さを体感！
　５月13日から15日までの３日間、中学生が実際に仕事を体験する「わっくＷＯＲＫやまのべ」が町
内の各事業所で行われました。“わっくＷＯＲＫやまのべ”は、平成15年度から始まった社会体験学習で、
今年で23年目を迎えます。
　これは、町内各事業所などの協力のもと、中学校の生徒たちが実際の仕事とほぼ同じ業務を体験す
るもので、仕事をとおして“働くことの素晴らしさ”や“人との関わりの大切さ”、“責任を持って仕
事を成し遂げる達成感”を実感し、一人ひとりが“自分の将来を自分で切り拓く心構えや意欲を持つ
こと”を目的に毎年行われています。

来館者への案内も立派にこなしました（ふるさと資料館） 配達する荷物を丁寧に積み込み！（明石屋）

たけのこをたっぷり使ったたけのこ汁
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警戒レベル 避難情報等 住民がとるべき行動

５ 緊急安全確保（山辺町） 命の危険 直ちに安全確保！

≪ 警戒レベル４までに必ず避難！≫

４ 避難指示（山辺町） 危険な場所から全員避難

３ 高齢者等避難（山辺町） 危険な場所から高齢者等は避難

２ 大雨・洪水注意報（気象庁） 自らの避難行動を確認

１ 早期注意情報（気象庁） 災害への心構えを高める

　いざ、風水害が迫ったとき、避難するか迷ったことはありませんか？
　大雨や台風などは予測できるので、事前に避難の必要性を判断し、計画を立てておくことが重要です。
まずは、自宅やよくいる場所を防災マップで確認し、避難の判断ポイントを確認しましょう。

※�災害発生が予想される場合は屋外スピーカーにより、避難情報などを一斉に放送します。聞き取れな
いときは、放送の内容を電話（自動音声応答システム）で確認できます。

【自動音声応答システム】 
023‐629‐0011

▼日頃から備えよう！

▼避難情報を理解しよう！

ポイント１

ポイント２

台風・大雨に備える！適切な避難と事前準備のポイント台風・大雨に備える！適切な避難と事前準備のポイント

　台風や大雨の備えとして、強い風や雨が始まる前にしておくべきことがあります。日頃から次のよう
な備えをしておきましょう。
・懐中電灯、携帯ラジオ、救急薬品、衣類、非常用食品、飲料水など、非常持ち出し品を準備する
・防災マップで、危険箇所や避難場所を確認する
・�瓦、アンテナ、雨どい、プロパンガス容器などの屋外設置物が、風に飛ばされないようにしっかり固
定されているか確認する
・水の流れをスムーズにするために、側溝、排水路を掃除する

▼安全な避難行動をとろう！ポイント３

　町から避難指示が発令されたら、安全なルートで避難場所に避難してください。避難指示が発令され
ていなくても、危険な場所にいる場合や避難に時間がかかる場合は、親戚や知人の家など、安全な場所
へ早めに自主的に避難してください。
　ただし、大雨や浸水の中での避難は、マンホールや側溝に転落するおそれがあるなど、危険で困難です。
無理に避難するよりも、自宅の高い階への避難や、その場に留まったほうが安全な場合もあります。周
りの状況を慎重に判断して、行動しましょう。

問合せ 　防災対策課　危機管理係　☎（６６７）１１１９
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　10月１日を基準日として、国勢調査が行われます。
山辺町では、国勢調査の調査員として活動してくださる方を募集しています。

■ 国勢調査って？
　�国勢調査は、５年に一度、日本に住むすべての人と世帯（外国人の方も含む）が対象となる最も
重要な統計調査です。

■ 従事期間
　８月下旬～10月（予定）
　※�この期間、毎日業務に従事するわけではなく、定められた期間内に調査活動を終えればよいため、

決まった勤務時間はありません。

■ 調査員の要件
　（１）責任を持って調査員の事務を遂行できる、原則として20歳以上の方
　（２）調査で知り得た守秘情報の保護について遵守できる方
　（３）税務・警察・選挙に直接関係のない方
　（４）暴力団員でない方、暴力団もしくは暴力団員と密接な関係を有しない方
■ 仕事内容

①事務打合せ会（説明会）
　への出席

②担当調査区の範囲
　の確認

③�調査対象者への調査
書類の配布

⑤調査書類の確認、
　提出

④調査票の回収

■ 報酬
１調査区あたり４万円程度
※�担当する調査区の世帯数によって変動
する可能性があります。

国
を募集していますを募集しています

勢 調 査 員

美力発信課 情報統計係　☎（667）1110申込み・問合せ

■ 申込み方法
　申込用紙（町ホームページからダウンロード、
または役場２階美力発信課に設置のもの）に必要
事項を記入し、郵送または直接提出するか、美力
発信課情報統計係までお電話ください。

　４月は前年同月より、もやせるごみの量が減りました。分ければ『資源』、まぜれば『ごみ』です。引
き続き、ごみの分別と削減に努めましょう。ごみ分別アプリ「さんあ～る」で、ごみに関する様々な情
報を提供しています。下記よりアプリをインストールし、ご活用ください。

おお  知知  ららせせ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

みんなでごみを減らしましょう！みんなでごみを減らしましょう！
町民生活課　生活環境係
☎（６６７）１１０９

【ごみ分別アプリ二次元コード】

ごみ分別アプリを利用しましょうごみ分別アプリを利用しましょう

iPhone、iOS端末

をお使いの方

Android端末

をお使いの方

※令和６年４月との比較－32.55ｔ

（家庭系：－35.35ｔ、事業系：＋2.8ｔ)

【令和7年４月のもやせるごみ量】

第
12
回
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
ま
す

　

今
日
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の

礎
と
な
っ
た
戦
没
者
な
ど
の
尊
い

犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、
国
と
し

て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者
／
戦
没
者
な
ど
の
死

亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
令
和
７
年

４
月
１
日
に
お
い
て
、
恩
給
法
に

よ
る
公
務
扶
助
や
、
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
の
受
給
者
が
い
な
い
こ
と
を

条
件
と
し
、
次
の
優
先
順
位
の
上

位
の
方
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

優
先
順
位
／

①�

令
和
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
方

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③�

戦
没
者
な
ど
の
父
母
、
孫
、
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹

④�

前
記
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
な

ど
の
甥
、姪
な
ど（
生
計
関
係
を

１
年
以
上
有
し
て
い
た
方
に
限
る
）

支
給
内
容
／
額
面
27.5
万
円
、
５
年

償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間
／
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

※
前
回
（
第
11
回
）
の
支
給
を
受

け
た
世
帯
な
ど
に
は
、
町
よ
り
ご

連
絡
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

保
健
福
祉
課　

福
祉
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
０
７

木
造
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宅
の
耐
震
改

修
工
事
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す

　

震
災
時
の
倒
壊
を
防
ぎ
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、
山
辺
町
内
の
持
家
住
宅
の
耐

震
改
修
工
事
を
行
う
方
に
、
県
の

補
助
制
度
を
活
用
し
て
工
事
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
建
設
課
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

建
設
課　

管
理
用
地
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
３
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●町へのご意見・ご質問をお寄せください。
 〒990-0392　山辺町緑ケ丘５　『広報やまのべ』係
 ☎（６６７）１１１０　Fax（６６７）１１１２
 E-mail：kouhou@town.yamanobe.yamagata.jp
 ＊いただいたお便りは広報紙に掲載させていただく場合があります。
 ＊差出人が不明のものは、掲載・回答はできません。
 ＊匿名希望の場合でも、住所・氏名を忘れずにお書き添えください。
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結
婚
新
生
活
を
応
援

し
ま
す
（
山
辺
町
結

婚
新
生
活
支
援
事
業
）

　

結
婚
し
、
新
生
活
を
始
め
る
新

婚
世
帯
を
対
象
に
、
住
居
費
や
引

越
費
用
を
補
助
し
て
支
援
し
ま
す
。

対
象
／
令
和
７
年
１
月
１
日
～
令

和
８
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
婚

姻
届
を
提
出
し
、
以
下
の
す
べ
て

の
要
件
を
満
た
す
世
帯
。

①�

対
象
と
な
る
住
居
が
山
辺
町
に

あ
り
、
住
民
登
録
の
う
え
居
住

し
て
い
る
こ
と
。

②�

夫
婦
の
令
和
７
年
度
（
令
和
６

年
分
）
の
所
得
金
額
の
合
計
が

500
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。（
貸

与
型
奨
学
金
を
返
済
し
て
い
る

方
は
、
所
得
か
ら
年
間
返
済
額

を
控
除
し
ま
す
。）

③�

婚
姻
日
時
点
に
お
け
る
夫
婦
の

年
齢
が
と
も
に
39
歳
以
下
で
あ�

る
こ
と
。

④�

世
帯
員
が
と
も
に
、
町
税
（
国���

民
健
康
保
険
税
を
含
む
）、
下

水
道
や
簡
易
水
道
な
ど
の
使
用

料
お
よ
び
県
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
。

⑤�

他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
の

補
助
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

⑥�

過
去
に
結
婚
新
生
活
事
業
に
よ

る
補
助
金
（
他
市
町
村
に
よ
る

類
似
の
補
助
金
含
む
）
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

対
象
経
費
／
令
和
７
年
４
月
１
日

以
降
に
支
払
っ
た
次
の
経
費

①
住
居
費

　

ア�

、
住
宅
取
得
費
用
（
建
物
の

購
入
費
、
新
築
の
場
合
の
工

事
請
負
費
）

　

イ�

、
住
宅
賃
借
費
用（
賃
料
、敷
金
、

礼
金
、共
益
費
、仲
介
手
数
料
）

②�

リ
フ
ォ
ー
ム
費
（
結
婚
に
伴
う

住
宅
の
修
繕
、
増
築
、
改
築
お

よ
び
設
備
更
新
な
ど
の
工
事
に

要
し
た
費
用
）

③�
引
越
費
用
（
引
越
業
者
や
運
送

業
者
に
支
払
っ
た
費
用
）

補
助
金
の
額
／
婚
姻
日
時
点
に
お

け
る
夫
婦
の
年
齢
に
よ
り
、
補
助

上
限
額
が
異
な
り
ま
す
。

①�

夫
婦
の
年
齢
が
と
も
に
29
歳
以

下
の
場
合
上
限
額
60
万
円

②
右
記
以
外
の
場
合
上
限
30
万
円

申
請
方
法
／
相
談
期
間
に
相
談
窓

口
で
要
件
を
確
認
の
う
え
、
申
請

書
類
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

相
談
期
間
／
６
月
16
日
㈪
～
12
月

26
日
㈮
ま
で

※
先
着
順
で
予
算
の
範
囲
内
で
の

事
業
実
施
と
な
り
ま
す
。

相
談
窓
口
／
保
健
福
祉
課
子
育
て

支
援
係
（
役
場
１
階
②
番
窓
口
）

そ
の
他
／
必
ず
事
前
相
談
に
て
要

件
を
確
認
の
う
え
、
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。詳
し
く
は
、町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

保
健
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
０
７

古
文
書
を
読
む
会
を

開
催
し
ま
す

　

町
内
に
は
現
在
に
至
る
ま
で
多

く
の
貴
重
な
古
文
書
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
、
ま
た
、
広
く
歴
史
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

期
間
／
７
月
12
日
㈯
～
12
月
27
日

㈯
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
／
山
辺
町
ふ
る
さ
と
交
流
セ

ン
タ
ー
「
あ
が
ら
っ
し
ゃ
い
」
２
階

募
集
人
数
／
20
人

講
師
／
佐
藤
継
雄
さ
ん
（
元
ふ
る

さ
と
資
料
館
長
）

受
講
料
／
年
間
受
講
料
２
、０
０
０

円
（
資
料
代
）

申
込
締
切
／
７
月
３
日
㈭

※
受
講
料
は
第
１
回
の
開
講
時
に

集
金
し
ま
す
。（
そ
の
後
も
随
時

受
付
可
能
で
す
）

申
込
み
・
問
合
せ

ふ
る
さ
と
資
料
館

☎
（
６
６
４
）
５
０
３
３

町
内
の
中
小
企
業
な

ど
の
取
り
組
み
を
支

援
し
ま
す

●
空
き
店
舗
な
ど
の
改
装
・
賃
借

へ
の
支
援

　

町
内
に
あ
る
空
き
店
舗
な
ど

（
店
舗
、
事
務
所
、
工
場
な
ど
）

を
活
用
し
て
事
業
を
行
う
中
小
企

業
な
ど
へ
、
改
装
や
賃
借
に
必
要

な
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
改
装
支
援
】

補
助
内
容
／
改
装
に
係
る
工
事
費

用
の
２
分
の
１
以
内
を
補
助
（
上

限
100
万
円
）

補
助
申
請
／
工
事
契
約
締
結
前

（
着
工
前
）
に
申
請

【
賃
借
支
援
】

補
助
内
容
／
開
業
し
た
日
か
ら
１

年
間
分
の
賃
借
料
（
敷
金
、
礼
金

な
ど
は
除
く
）
の
２
分
の
１
以
内

を
補
助
（
上
限
60
万
円
）

補
助
申
請
／

①�

開
業
日
の
３
週
間
前
ま
で
に

「
開
業
計
画
書
」
を
提
出

②�

開
業
し
た
日
か
ら
６
カ
月
ご
と

に
補
助
金
を
申
請

●
企
業
人
材
育
成
へ
の
支
援

　

町
内
の
中
小
企
業
な
ど
に
勤
務

す
る
従
業
員
の
研
修
や
資
格
取
得

な
ど
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

【
研
修
訓
練
受
講
支
援
】

補
助
内
容
／
県
産
業
技
術
振
興
機

構
、
山
形
職
業
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
の
研
修
ま
た
は
訓
練

に
従
業
員
を
派
遣
す
る
費
用
（
受

講
料
）
の
２
分
の
１
以
内
を
補
助

（
上
限
５
万
円
）

補
助
申
請
／
研
修
受
講
後
、
30
日

以
内
に
申
請

【
資
格
技
能
取
得
支
援
】

補
助
内
容
／
国
家
資
格
ま
た
は
技

能
検
定
の
取
得
に
要
す
る
費
用

（
受
講
料
、受
験
料
、登
録
料
な
ど
）

の
２
分
の
１
以
内
を
補
助
（
上
限

５
万
円
）

補
助
申
請
／
資
格
技
能
取
得
後
、

30
日
以
内
に
申
請

●
「
高
品
質
な
も
の
づ
く
り
」
へ

の
支
援

　

町
内
の
中
小
企
業
な
ど
（
連
携

体
も
可
）
が
取
り
組
む
新
製
品
・

新
技
術
の
開
発
や
商
品
化
に
必
要

な
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
開
発
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
】

補
助
内
容
／
開
発
に
伴
う
費
用

（
材
料
、
外
注
加
工
、
市
場
調
査

な
ど
）
の
３
分
の
１
以
内
を
補
助

（
上
限
30
万
円　

※
連
携
体
の
場

合
60
万
円
）

第５弾【給付型】くらし応援やまのべ券
６月30日㈪までにご利用ください

　現在、ご使用いただいている「第５弾【給付型】くらし応援やまのべ券」の使用期限が
令和７年６月30日㈪までとなっております。お忘れのないようにご利用ください。

問合せ 　政策推進課　総合戦略係　☎（６６６）８９１１

補
助
申
請
／
事
業
開
始
前
に
申
請

【
商
品
化
支
援
】

補
助
内
容
／
開
発
に
よ
る
成
果
の

「
商
品
化
」
に
向
け
た
費
用
（
試

作
品
開
発
、
試
験
評
価
な
ど
）
の

３
分
の
１
以
内
を
補
助
（
上
限

50
万
円　

※
連
携
体
の
場
合
100
万
円
）

補
助
申
請
／
事
業
開
始
前
に
申
請

※
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
対
象
要
件
が
あ
り
ま
す
（
詳
し

く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
）。
ま
た
、
補
助
金
は

予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付
と
な
り

ま
す
の
で
、
申
請
希
望
の
場
合
は

必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

産
業
課　

商
工
振
興
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
０
６

お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

おお知知ららせせ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
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お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

16 2025.6.15 広報やまのべ 

ａ
ｓ
ｕ
ｙ
ｏ
ｇ
ａ(

ア

ス
ヨ
ガ)

サ
ー
ク
ル

ご
案
内

　

山
辺
北
部
公
民
館
で
は
、
呼
吸

を
整
え
て
、
心
と
身
体
を
柔
軟
に

動
か
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
、
健

康
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

当
日
参
加
大
歓
迎
！
年
齢
・
男

女
問
わ
ず
、
申
し
込
み
不
要
！
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※活動の様子

や
ま
の
べ
エ
コ
ス
タ

イ
ル
２
０
２
５
夏
の

実
施

　

役
場
お
よ
び
町
施
設
の
夏
季
の

冷
房
温
度
を
28
℃
と
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
対
策

と
電
力
需
要
の
抑
制
を
図
る
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
職
員
の
軽
装

（
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
半
袖
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
）
を
始
め
て
い
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。
町
施
設
で
の
会
議
な
ど
の
際

は
、
温
度
設
定
に
あ
っ
た
服
装
で

ご
出
席
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

冷
房
期
間
／
６
月
23
日
㈪
～
９
月

30
日
㈫

軽
装
期
間
／
10
月
31
日
㈮
ま
で

問
合
せ

総
務
課　

財
産
管
理
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
１

子
ど
も
た
ち
集
ま
れ
！

お
い
し
い
“
ゆ
べ
し
”

を
作
ろ
う

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
一
環
と
し
て
開
催
し
て
い
る
更

が
け
地
近
接
等
危
険

住
宅
移
転
補
助
金
に

つ
い
て

　

が
け
地
の
崩
壊
な
ど
に
よ
り
危

険
を
お
よ
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
区
域

か
ら
移
転
を
行
う
方
に
対
し
て
補

助
金
が
あ
り
ま
す
の
で
、
検
討
さ
れ

て
い
る
方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
該
当
区
域
に
つ
い
て
一
定
の
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

建
設
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

建
設
課　

管
理
用
地
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
３

日
時
／

〇
毎
月
第
１
水
曜
日　

午
前
10
時

～
11
時

〇
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日　

午

後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場
所
／
山
辺
北
部
公
民
館

講
師
／
ヨ
ガ
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
指
ヨ

ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ａ
ｓ
ｕ
ｙ

ｏ
ｇ
ａ
代
表�

明
日
知
子
さ
ん
（
や

ま
の
べ
マ
イ
ス
タ
ー
登
録
）

持
ち
物
／
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
水
分
補

給
用
飲
み
物

参
加
費
／
１
回
600
円
（
定
期
参
加

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

問
合
せ

山
辺
北
部
公
民
館

☎
（
６
６
７
）
０
５
５
１

生
保
護
女
性
会
主
催
の
ミ
ニ
集
会

と
し
て
、今
年
は
昔
な
が
ら
の“
ゆ

べ
し
”
を
作
り
ま
す
。
地
産
地
消

の
米
粉
を
使
っ
て
作
る“
ゆ
べ
し
”

は
格
別
で
す
。
お
友
達
、
親
子
、

祖
父
母
を
誘
っ
て
、
楽
し
く
作
り

ま
し
ょ
う
。
蒸
し
あ
が
る
時
間
ま

で
、
み
ん
な
で
体
を
動
か
し
て
遊

び
ま
す
。

　

動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
／
７
月
６
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
※
15
分
前
受
付
開
始

人
数
／
20
人
（
先
着
順
）

場
所
／
緑
ケ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

参
加
費
／
無
料

申
込
み
締
切
／
６
月
30
日
㈪

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
汚
れ
て
も

よ
い
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
持
ち

帰
り
用
の
食
品
保
存
容
器
、
水
筒

（
飲
み
物
）

主
催
／
緑
ケ
丘
地
区
更
生
保
護
女

性
会

申
込
み
・
問
合
せ

共
催　

緑
ケ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

☎
（
６
６
４
）
６
５
１
１

（
平
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

結
婚
相
談
会
を
開
催

し
ま
す

　

本
人
お
よ
び
家
族
な
ど
の
結
婚

に
関
す
る
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

相
談
無
料
で
、
入
会
金
や
各
手
数

料
な
ど
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
が
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時
／
７
月
６
日
㈰
、
27
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
／
山
辺
南
部
公
民
館

☎
（
６
６
５
）
７
３
０
５

が
ん
サ
ロ
ン
「
ク

ロ
ー
バ
ー
」
の
お
知

ら
せ

日
時
／
６
月
22
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時

場
所
／
や
ま
ぎ
ん
県
民
ホ
ー
ル

（
山
形
市
双
葉
町
１

－

２

－

38
）

対
象
／
が
ん
経
験
者
お
よ
び
そ
の

家
族

※
事
前
申
し
込
み
不
要
（
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）。

問
合
せ

や
ま
が
た
健
康
推
進
機
構

☎
（
６
８
８
）
６
５
１
１
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
４
）

線
路
に
除
草
剤
を
散
布

し
ま
す

　

列
車
運
転
保
安
の
観
点
か
ら
、

今
年
度
も
線
路
用
地
内
へ
除
草
剤

対
象
／
結
婚
を
希
望
す
る
方
（
町

内
・
町
外
大
歓
迎
）

※
男
女
問
わ
ず
大
歓
迎
で
す
。
家

族
の
方
も
相
談
で
き
ま
す
。

内
容
／
婚
活
の
仕
方
、
お
見
合
い

相
手
の
紹
介
な
ど
に
つ
い
て
の
個

別
相
談

相
談
担
当
／
山
辺
町
婚
活
支
援
員
・

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
会
員

※
当
日
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、

個
別
に
対
応
し
ま
す
。
山
辺
町
婚

活
支
援
員
の
会
員
も
募
集
中
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

山
辺
町
婚
活
支
援
員
・
や
ま
が
た

縁
結
び
た
い
会
員　

竹
俣
さ
ん

☎
０
９
０
（
３
６
４
９
）
８
８
２
８

を
散
布
し
ま
す
。

線
路
除
草
剤
散
布
計
画
箇
所
／

左
沢
線　

北
山
形
駅
～
左
沢
駅
間

散
布
施
工
日
時
／
６
月
25
日
～
７

月
18
日
の
夜
間
（
午
後
11
時
頃
～

午
前
６
時
頃
）
予
定

※
上
記
期
間
と
は
別
日
に
施
工
す

る
際
は
、
周
知
期
間
を
考
慮
の
上

改
め
て
施
工
月
日
を
周
知
し
ま
す
。

散
布
施
工
範
囲
／
線
路
の
砕
石
部

分
の
み

散
布
薬
剤
／

〇
ウ
ィ
ー
ド
チ
ョ
ッ
プ
液
剤

〇
ゼ
ロ
グ
ラ
ス
液
剤

〇
サ
ー
ベ
ル
Ｄ
Ｆ

※
薬
剤
３
種
類
を
混
合
し
て
散
布

し
ま
す
。

散
布
施
工
業
者
／
第
一
建
設
工
業

（
株
）
山
形
工
事
所

☎
（
６
４
７
）
１
７
１
２

問
合
せ

東
日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）
東
北
本

部　

工
事
戦
略
G

☎
（
６
３
５
）
３
６
４
５

防災放送自動音声応答電話番号　☎（６２９）００１１

一度の登録で、町の災害情報などをメールで入手できます。
（登録時、メール受信時などに発生する通信料は、登録した方の負担となります。）

パソコン・スマートフォン 　https://plus.sugumail.com/usr/yamanobe/home

携帯電話 　https://m.sugumail.com/m/yamanobe/home

防災放送自動音声応答電話番号　☎（６２９）００１１ 毎月１日の午後７時にサイレンが鳴ります

登録制メール（登録サイトアドレス）

お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ゆ
か
た
の
着
せ
方
、

着
方
３
回
講
座

日
時
／
６
月
16
日
～
８
月
末
ま
で

の
毎
週
月
～
土
曜
日（
祝
祭
日
除
く
）

①
午
前
10
時
30
分
～

②
午
後
２
時
～

③
午
後
６
時
30
分
～

※
土
曜
日
は
①
、
②
の
み
。

場
所
／
（
一
財
）
民
族
衣
裳
文
化

普
及
協
会　

山
形
市
七
日
町
２

－

７

－

24
会
津
屋
ビ
ル
４
階

対
象
／
成
人
女
性

内
容
／
ゆ
か
た
の
着
せ
方
、
着
方

と
半
幅
帯
の
結
び
方
の
レ
ッ
ス
ン
。

全
３
回
、
１
回
90
分
で
ゆ
か
た
と

半
幅
帯
付
き
で
す
。
ペ
ア
で
の
ご

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

受
講
料
／
５
、５
０
０
円　

ペ
ア

で
参
加
は
８
、８
９
０
円

申
込
み
・
問
合
せ

（
一
財
）
民
族
衣
裳
文
化
普
及
協
会

☎
０
１
２
０
（
０
２
９
）
３
１
５

おお知知ららせせ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
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人生の選択肢を増やしたいシニアの方へ

会員募 集 中
●働きたい・地域貢献したいシニアの皆さん
　の入会をお待ちしています。
●会員向け日常生活での安心・便利・楽しみ
　に関するセミナーも開催しています。
●企業の皆様へ
　人手不足の解消にシルバー人材センターの
　活用を考えてみませんか？

TEL.023-667-1055
〒990-0301 東村山郡山辺町大字山辺1307番地1 公益社団法人

山辺町シルバー人材センター

令和７年度　山形労働局委託　高齢者活躍人材確保育成事業

あなたの経験と
知識を活かして
新たな生きがいを
見つけよう！

公益社団法人  山形県シルバー人材センター連合会 〒990-0041 山形市緑町一丁目9-30 緑町会館3階 TEL.023-626-3566

お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
韓

国
語
体
験
会

　

既
に
習
っ
て
い
る
方
、
以
前

習
っ
て
い
た
方
で
ハ
ン
グ
ル
を
読

め
る
方
向
け
の
初
中
級
ク
ラ
ス
。

受
講
者
募
集
「
仕
事

の
た
め
の
Ａ
Ｉ
ツ
ー

ル
」
～
Ａ
Ｉ
（
Ｃ
ｈ

ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）
と
Ｒ

Ｐ
Ａ
（
事
務
の
自
動

化
ツ
ー
ル
）
～

日
時
／
７
月
15
日
㈫
、
18
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所
／
山
形
県
立
山
形
職
業
能
力

開
発
専
門
校　
（
山
形
市
松
栄
２

丁
目
２
番
１
号
）

対
象
／
県
内
の
方
で
、
Ａ
Ｉ
ツ
ー

ル
を
使
っ
て
み
て
仕
事
の
効
率
化

を
考
え
た
い
方

定
員
／
15
名

受
講
料
／
６
、０
０
０
円

応
募
締
切
／
６
月
18
日
㈬

申
込
方
法
／
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

山
形
県
立
山
形
職
業
能
力
開
発
専

門
校　

能
力
開
発
支
援
課

☎
（
６
４
４
）
９
２
２
７

チ
ェ
リ
ア
塾
基
本

コ
ー
ス
ｉ
ｎ
村
山

　

企
業
や
地
域
に
よ
っ
て
、
男
女

共
同
参
画
を
推
進
す
る
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
目
的
と
し

て
開
催
し
ま
す
。
自
分
力
を
伸
ば

し
た
い
、
思
い
を
う
ま
く
伝
え
た

い
、
と
も
に
考
え
る
仲
間
が
ほ
し

い
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
し
た

い
…
。
そ
ん
な
女
性
の
「
思
い
」

を
形
に
す
る
講
座
で
す
。

日
時
／

〇�

第
１
回
６
月
28
日
㈯　

午
前
10

時
～
11
時
30
分
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
で
ど
う
変
わ
る
、
ど
う
変

え
る
」（
公
開
講
座
）、
午
後
１

時
～
３
時
「
男
女
共
同
参
画
基

礎
知
識
で
読
み
解
き
ま
し
ょ
う
」

〇�

第
２
回
７
月
19
日
㈯　

午
前
10

時
～
午
後
３
時
「
モ
ヤ
モ
ヤ
の

も
と
を
知
る
～
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と

人
権
～
」

〇�

第
３
回
９
月
20
日
㈯　

午
前
10

時
～
正
午
「
山
形
県
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の
現
状
や
取
り

組
み
を
知
る
」、
午
後
１
時
～

３
時
「
私
を
ふ
り
か
え
る
、
私

た
ち
の
未
来
を
考
え
る
」

〇�

第
４
回
10
月
18
日
㈯　

午
前
10

時
～
正
午
「
絵
本
で
み
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
」
他
、
午
後
１
時
～
３

時
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
読
む
日
本

の
少
女
マ
ン
ガ
・
女
子
マ
ン
ガ
」

〇�

第
５
回
11
月
15
日
㈯　

午
前
10

時
～
午
後
３
時

　

�「
今
日
は
ゴ
ー
ル
を
ス
タ
ー
ト

に
変
え
る
日�

～
ふ
り
か
え
り

と
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
踏
み
出

し
～
」

場
所
／
遊
学
館
２
階
学
習
室
（
山

形
市
緑
町
１

－

２

－

36
）

「
借
金
返
済
に
関
す

る
相
談
窓
口
」
の
ご

案
内

　

東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所

で
は
、
借
金
返
済
で
お
困
り
の
方

の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
が
借
金
の
状
況
な
ど
を

お
伺
い
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
弁

護
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
き
継
ぎ

ま
す
。
相
談
は
秘
密
厳
守
・
無
料

で
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
／
月
曜
日
～
金
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）
午
前

８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～

４
時
30
分�

場
所
／
山
形
市
緑
町
２
ー
15
ー
３

（
山
形
工
業
高
校
東
側
）

相
談
・
問
合
せ

山
形
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
（
６
４
１
）
５
２
０
１

中
高
生
の
た
め
の
夏

休
み
特
別
企
画
「
刑

事
模
擬
裁
判
体
験

会
」
を
開
催
し
ま
す

日
時
／
８
月
４
日
㈪　

午
後
２
時

～
３
時
30
分
（
受
け
付
け
開
始
午

後
１
時
30
分
～
）

場
所
／
山
形
地
方
裁
判
所
別
館

（
庁
舎
西
側
）
山
形
市
旅
籠
町
２

－

４

－

22

対
象
／
中
学
１
年
生
～
高
校
３
年

生
ま
で
の
生
徒

※
保
護
者
の
方
も
一
緒
に
見
学
で

き
ま
す
。

内
容
／
法
廷
見
学
、
刑
事
模
擬
裁

判
と
評
議
体
験
、
裁
判
官
に
よ
る

解
説
、
裁
判
員
制
度
の
説
明
、
法

服
を
着
用
し
た
記
念
撮
影

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

※
６
月
16
日
㈪
よ
り
受
け
付
け
開
始

申
込
み
・
問
合
せ

山
形
地
方
裁
判
所　

総
務
課　

庶

務
係

☎
（
６
２
３
）
９
５
１
３

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

空
き
家
、
不
動
産
業

開
業
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す

　

空
き
家
に
関
す
る
相
談
や
依
頼
、

開
業
の
要
件
や
手
続
き
、
費
用
な
ど

の
ご
質
問
に
何
で
も
お
答
え
し
ま
す
。

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

（
公
社
）
全
日
本
不
動
産
協
会
山
形

県
本
部　
　

〇
空
き
家
相
談

☎
（
６
６
５
）
０
１
０
０

〇
不
動
産
業
開
業
相
談
窓
口

☎
（
６
４
２
）
６
６
５
８

※
平
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

日
時
／
６
月
25
日
㈬　

午
後
７
時

～
８
時
15
分

場
所
／
山
形
県
総
合
運
動
公
園
内

Ａ
Ｉ
会
議
室

講
師
／
リ
・
ヒ
ジ
ュ
ン
先
生

対
象
／
中
学
生
以
上

定
員
／
12
名
（
先
着
順
）

受
講
料
／
１
、５
０
０
円

※
事
前
予
約
必
要
、
当
日
払
い

応
募
締
切
／
６
月
22
日
㈰

そ
の
他
／
「
で
き
る
韓
国
語
初
級

Ⅰ
」
の
教
材
を
お
持
ち
の
方
は
当

日
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

（
株
）
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形　

自
主

事
業
担
当
係

☎
（
６
５
５
）
５
９
０
０

●町へのご意見・ご質問をお寄せください。
 〒990-0392　山辺町緑ケ丘５　『広報やまのべ』係
 ☎（６６７）１１１０　Fax（６６７）１１１２
 E-mail：kouhou@town.yamanobe.yamagata.jp
�＊いただいたお便りは広報紙に掲載させていただく場合があります。
�＊差出人が不明のものは、掲載・回答はできません。
�＊匿名希望の場合でも、住所・氏名を忘れずにお書き添えください。

受
講
料
／
３
、０
０
０
円
（
全
５

回
）
※
第
１
回
（
６
月
28
日
）
の

公
開
講
座
は
無
料

応
募
締
切
／
６
月
18
日
㈬

申
込
み
・
問
合
せ

山
形
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
チ
ェ
リ
ア
」

☎
（
６
２
９
）
７
７
５
１

協
会
け
ん
ぽ
の
受
診

券
を
使
っ
て
住
民
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

次
の
①
～
③
に
該
当
す
る
方
は
、

住
民
健
診
の
際
に
受
診
券
を
提
示

す
る
こ
と
で
、
お
得
に
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
し
て
い
る
。

②
お
勤
め
の
方
の
被
扶
養
者
で
あ
る
。

③
40
～
74
歳
で
あ
る
。

※
令
和
７
年
度
の
受
診
券
は
、
４

月
上
旬
に
発
送
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

全
国
健
康
保
険
協
会
山
形
支
部
保

険
グ
ル
ー
プ

☎
（
６
２
９
）
７
２
２
５
（
音
声

案
内
２
番
）

おお知知ららせせ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ



●人のうごき（令和７年６月１日現在）　※（ ）内は前月からの増減

　 人口13,228人（－22）【男6,505人（－13）女6,723人（－9）】　世帯数4,868（－1）　出生2人　死亡21人　転入19人　転出22人

大相撲山辺場所大相撲山辺場所
８月10日開催８月10日開催

大相撲山辺場所大相撲山辺場所
８月10日開催８月10日開催

“ちびっこ相撲” 参加者大募集！
８月10日開催の「大相撲山辺場所」で“ちびっこ相撲”を実施します。
テレビで見る本物のお相撲さんと、記念に稽古をしてみませんか？

◀申込は
　こちらから

町内在住の４歳から小学６年生までの男子
※保護者１名の同伴が必要です。

２０人（応募多数の場合は抽選）
町ホームページまたは申込書にて大相撲山辺場所実行委員会
事務局（役場２階美力発信課内）に申し込みください。
〇稽古は、参加者と力士が土俵上１対１で行います。
〇�稽古の際は、日本相撲協会が支給する“まわし”を着用していただきます。
（Tシャツ、スパッツなどの着衣は禁止）
〇“まわし”は、稽古終了後に参加者に贈呈します。
〇“まわし”着用の際は、日本相撲協会でお手伝いをします。

・主催者が傷害保険に一括加入します。
・参加者は、保護者１名と会場２階で巡業終了まで観覧できます。
・�参加者に対して７月下旬頃に説明会を行う予定です。参加者には、改め
てご連絡いたします。

定 員

申込方法

７月４日㈮ ※期限厳守申込期限

そ の 他

８月10日㈰午前11時頃～日 時

対 象

山辺町民総合体育館会 場

内 容

この他にも、太鼓打分実演、綱締め実演や力士との握手会などを予定しています。

初
しょっきり

切 髪結い実演相
すもう じ ん く

撲甚句
　幕下以下の力士でコンビを組
み、相撲の禁じ手や珍しい決ま
り手をコミカルにわかりやすく
紹介します。

　相撲の世界に伝わる伝統文化
のひとつで、力士が披露する
七五調の俗謡です。力士の美声
をお楽しみください。

　巡業では「大
おおいちょう

銀杏」の髪結い
実演を披露します。大銀杏は十
両以上の関取が結うことができ
ます。

申込み・問合せ 　大相撲山辺場所実行委員会事務局（役場２階美力発信課内）☎（６６７）１１１０

大相撲巡業 催しの紹介

※参加者は午前９時まで会場内指定場所に集合

地
球
環
境
保
護
の
た
め
に
森
林
認
証
木
を

原
料
と
し
た
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
や
ま
の
べ

第
８
１
９
号　

令
和
7
年
６
月
15
日
発
行　

編
集
発
行
／
山
辺
町
美
力
発
信
課
（
山
形
県
東
村
山
郡
山
辺
町
緑
ケ
丘
５
番
地
）　

☎
０
２
３
（
６
６
７
）
１
１
１
０


